
 

 

 

 

 

 

 

    結晶方位の回転 
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１．概要 

 結晶方位（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］は整数で表現され、結晶軸回転も整数で表現されている。 

 しかし、回転された方位は実数であり、整数化すると誤差が発生する。 

 この確認を行うには、結晶軸回転し整数化した方位を逆回転すれば確認出来ます。 

 あるいは結晶軸回転後の結晶方位から極点図を作成し、回転前の極点図を軸回転し比較すれば 

 誤差が確認出来ます。 

 極点図の回転では誤差は発生していません。 

 以上の確認を行ってみます。 

 簡単に確認出来るようにソフトウエアの変更を行いました。 

 

  

 

 

 



２．結晶方位の回転 

 ｃｏｐｐｅｒ(112)[-1-11]をＴＤ軸［1-10］で－35度 回転 

 

  

 (001)[-1-10]を得る。 

 

 

 

 



３．結晶方位の逆回転で確認 

  

  Set{hkl}<uvw>で回転した方位をセットし、－３５度回転 

  

 （１１２）［－１－１１］が得られる。 

 

 

 

 



４．極点図による確認 

 結晶方位を回転し、得られた結晶方位から極点図を作成 

 回転前の結晶方位から極点図を作成し、極点図を回転する。 

 極点図の回転は整数化していないため、誤差はありません。 

 ４．１ 回転前の結晶方位から極点図作成 

  

 

 

 



 TD軸を－３５度回転 

 

 

  極点図を TD軸―３５度回転で得られる極点図 

       

 

 

 



４．２ 回転後の結晶方位から極点図作成 

   

 回転前の極点図を回転  結晶方位回転後の極点図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  一致が確認出来ます。 

 



５．結晶方位から複数の極点図を重ね合わせた確認 

  

 極点図をＳｅｔし、次の極点図をＡｐｅｎｄし、Ｄｉｓｐ 

  

 



６．誤差が発生する場合 

  

  

  整数化部分 

 

 

 

 

 



６．１ 逆回転 

  

 （１１２）［－１－１１］ TD軸－１９度回転で（６ ６ ２９）［―１２ ―１７ ６］ 

 逆回転で（６５１１）［－１－１１］でずれている。 

 

 

 

 

 

 

 



６．２ 極点図で確認（(112)[-1-11]を PFRorationで TD-19度回転 

 

 



回転後の極点図 

 CrsytalRoationで TD-１９度回転の極点図 

  

 TD軸回転で ND方向の回転が含まれている。 

 

      

 

 

 

 結晶方位の回転にずれが発生する。 

  整数化の問題である。 

 

 

 



６．３ 極点図回転から方位を決定し方位の逆回転 

 極点図の指数付けから結晶方位を求める 

  

（５１１）［２－５－５］が得られる。 

 この方位を逆回転するとｃｏｐｐｅｒが得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

  



 

 


